アメリカにおける中等教育と高等教育のArticulationに関する研究 - NEA「 ハイ・スクールと大学のArticulationに関する委員会」の報告書（1911年）を中心に - by 清水 一彦 & シミズ カズヒコ
アメリカにおける中等教育と高等教育の










Art icula t ion に関する街究






























んど触れられなかった「ハイ・スクールと大学のAr t i cu 1 a t i onR:関する委員会J(CommI-
ttee on the Articulation of High School and College.以下、部称r9人委





1 r 9人委員会 jの設立とその性格













ハイ・スクーJレの校長4名、及び教師 l名である。議長は、後の「中等教育改造委員会 J( Co-

























































































盤 ハイ・スクーJ[， の抑制 1-p I anned Course の定義
次tζ、報告審は、前述のハイ・スクールの呂的・機能を保証するための具体的要件として、以
下のようなハイ・スクールの新しいwell-plannedcourse を定義し、勧告しているD



















































(A) (B) (c) 
英語(第一専攻科目) 3 3 3 
外 国 三ロ五 -・・・・‘・ 2 2 。
数 学 -・....... 2 。 2 





発農民つながるものであ i自然科学 ………… 1 2 2 
る(吟」と強調するのであるoI第二専攻科目に付加 1ないし2 1 





























































(2) r愚民的要求Jからの Articulation の確立
乙れまでの考察から抽出できる報告書の意義は、次のよう iとまとめられる。すなわち、ハイ・
スクール教育の大衆的、関民的性格をとくに考癒しながら、すべての生徒あるいは地域社会のニ
ーズiと応えるために、新しく well-planned course と呼ばれるハイ・スクールの実用的プ
ログラムを確立するとともに、それまでの厳格な大学入学要件を柔らげ、その柔軟化、自由化を






CCommittee of Ten on Secondary School Studies) やそれを受け継いだ「大学





































どしてはなら左い。これは、委員の一人でもあったジャド (Charles H. J udd )教授の特別な声
明として付け加えられているものであるが、彼はその中で、生徒の大学入学後の学習及び成績に
ついての情報も大学からハイ・スクール托提供され、常iと商機関での比較研究によって得られる
































考察-Harvard Collegeの入試制度改革(1911年)- J ( r教育行財政・教育制度
研究報告書』筑波大学大学院教育学研究科 昭56)は、後者の一事例を取り上げ、若干の考察
を千7っている。
(2) NEA. Articulation of High School and College -Report adopted 
by the Secondary Department of the NEA(College Entrance Require-
ments， Bulletin of U. S. Bureau of Education. j臨7，1913) P.97 
(3) Clarence D. Kingsley， Plan for College Admission Proposed by the 
S e c 0 nd a r y D e p a r t m e n t 0 f theNE A， E d u c a t i 0 n，32. J a n u. 1 912， P. 281 
(4) しかしながら、 r9人委員会 jは、試験制度か資格認定制定かKついては議論しなかった。












イ・スクールの形成花関する研究J(広島大学教育学部紀要 25 1976年 P.87 
在時英才教育については、すでに、 1899年の「大学入学資格委員会Jの報告書の中で強調され
ていたが、 r9人委員会Jの報告書lとおける基本的立場は、それとは全く異なるものであった。
同 NEA， Artic叫 ationof High School and College …・・・， Op. C i t.， p. 98 
争力 ζの主張は、さらに後の「中等教育改造委員会Jfとよって具体的に展開され、ハイ・スター
Jレの総合制の理念型が築き上げられていくのである。










(Commi ttee on Economy of T ime in Education ) R.よって打ち出されたもの
? ??










白目 NEA， Articulation of High school and Cotlege"一一， Op. C i j， . ， p. 103 
争埼 1 b i d.. p. 103 なお、 4(a)を受けて、報告警はさら花、少なくとも大規模な大学lζおい
ては、生徒の教育の連続性の障害となっている数学あるいは外国語の要件民代わる特別な計画
を立てるべきであると勧告している。
制 Ibid.， p. 100 
制 A.Inglis， Principles of Secondary Education. Houghton Mifflin 
Co血 pany，1918. P. 323 
例 NEA，Articulation of High School and College …一.0 p. C i t.， p. 101 
加，) Ibid.， pp. 101-102 
例 Ibid.. P. 102 
事母 Ibid.. P. 102 
同 JuliusMenacker， From School to College Articulation and Tran-
sfer. American Council on Education， 1975. p. 15 








(功 Bu 11 e t i n 0 f U. S. B u r e a u 0f E d u c a t i 0 n， T h e Re 0 r g an i z a t i 0 n 0 f S e c -
ondary Education.必 40-49，1913， p. 7 
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